
Ⅲ  ―

―

―

松原市遺跡発掘調査概要

昭和60年度

!=逮.=議ⅢI

19861 3

松原市教育委員会



は じ め に

大阪の中部に位置する松原市は、大都市近郊のベッドタウンとし

て発展を遂げてまいりました。それに伴って、河内地方特有の溜池

が随所に点在する豊かな田園風景は、近年の急速な人口増加に伴 う

宅地開発や、道路建設等の都市整備事業により、年々その姿を変え

ようとしています。

河内地方は 晴己」「紀」にも見られるように古くから開けた地域で

あることはご承知のとおりでありますが、本市においても河内大塚

山古墳や、反正天皇の丹比柴籠宮を始めとして、今日数多くの遺跡

が知られています。また、古都を結ぶ大動脈として我国最古の官道

である丹比道、大津道の両道が本市を通っていることは、いかにこ

の地域が交通上重要な地域であり、それに伴って古 くから開けてい

たかを物言吾るものと思われます。

これらの歴史的、文化的に貴重な遺産である埋蔵文化財は、近年

の開発によって、数千年、数百年の眠 りから覚まされ、わたしたち

を取 りまく環境の変化とともに、その姿を消 しつつあります。明る

く住みよい松原市へと都市整備事業が進められる中で、同時にこれ

らの貴重な埋蔵文化財を保護 し、後世へ継承 してゆかねばならない

と考えます。

本書は昭和60年度における埋蔵文化財調査成果の概要報告であり、

本書によって少 しでも埋蔵文化財保護に寄与できれば幸いに存 じま

す。

なお末筆ではございますが、埋蔵文化財保護のためにご理解、ど

協力をいただいた方々に対して、心から御礼申し上げます。

昭和61年 3月

松原市教育委員会

教育長 本田 松男



例

1.本書は、松原市教育委員会が実施 した、昭和60年度国庫補助事業埋蔵文化財発掘調査概要

報告である。

2.調査は、本市教育委員会文化財技師 。足立俊彦、嘱託員・野藤和也を担当者として、昭和

60年 4月 1日 に着手し、昭和61年 3月 31日 に終了した。

3.調査の実施に当っては、下記の諸氏の協力を得た。

(調査員)山 口真裕美、渡邊みどり

(補助員)大谷登喜男、鎌田 孝、岡村義憲、三宅良典、岩見達雄、本村篤史、永田義信、岩佐壮

一、熊谷 毅、中川 学、耳ヒ崎尚美、高木里香、大森智子、北ナll潤子、山崎美佐、阿部志帆

(作業員)清水 圭、坂本竜一、島田国雄

4.本書の作成は、参加者全員が当り、編集は足立俊彦、野藤和也がおこなった。

5.地区割は松原市道路台帳を基に作成し、調査番号はその地区割の番号 (例 Al-1)の 末

尾に調査を実施 した順番で通 し番号を付けている (例 Al-1-1)。但 し付図の番号は調査

番号と対応せず、表 5の通 し番号に対応する。

6.表 5の備考欄に使用の略字は次の通りである。③ 予備調査、③ 試掘調査

7.表 5の通し番号中、Oで囲んでいるのは、国庫補助事業である。

8.Ⅱ .各調査区の概要に使用の項目番号は次の通りである。①追跡名、②所在地、③位置と

環境、④調査概要

9.挿図の方位は磁北を表す。
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表 1.発掘届出・通知件数

年 度
種 別

慎 重 施 行 222

立 会 調 査

発 掘 調 査

八
計 273

但、昭和60年度は2月 末現在

I.埋蔵文化財保護の状況

「文化財保護法」に基づき、追跡の範囲で土木工事等を行 う場合は、発掘届出書の提出と調査

が必要なことは、近年の文化財保護の活発な啓蒙と、社会意識の高揚に伴い広 く周知された感

がある。

本市においては、従来より建築確認申請及び道路工事施工承認申請等による協議によって、

届出の徹底を図り、調査を実施 してきた。またこれらに加え、昭和59年度からは「開発指導要

綱」に基づく協議を行い、遺跡範囲外の工事についても試掘調査を実施 し、遺跡の発見及び開

発事業との円滑な調整に努めている。

市内における土木工事等の届出は、市域の発展に伴い年々増加の一途をたどってきたが、特

に昭和60年度は、市街地の個人住宅建替の時期に入ったためか、大きく作数を伸ばしている。

また内容別に見ると、道路建設・下水道施設の建設等、大規模な破壊につながる公共事業や、

人口急増に伴 う宅地開発が目立

っており、特に分譲住宅等のミ

ニ宅地開発の増加は、個々は刻ヽ

規模であってもそれらが重って

大規模な破壊を生んでいる。さ

らに宅地化に伴 う下水道管渠、

水道、瓦斯等の埋設は追跡を分

断し、その保護・保存を一層複

雑なものとしている。

このような状況のなかで埋蔵

文化財の保護は、開発を後追い

する今の現状から脱皮するとと

もに、開発計画にか画し、その

保護 と活用 (公園・緑地化等)

を正 しく位置付けてゆかなけれ

ば実現することは出来ない。ま

た造跡の公園・緑地化等による

保存は、単に文化財の保護に留

まらず、無秩序な乱開発を秩序

づけ、生活環境の改善にも大き

く役立つものと思われる。

表 2.事業者別届出 。通知件数

年 度

事 業 者

国 。公社・公団 1 6

大  阪  府 1 1 ユ 5

松  原  市

関電 。大阪ガス

一 般 業 者

イ固 人

N T T 9

そ  の  他 1

合 計 140 252

但、昭和60年度は2月 末現在

表 3.調査件数

斡

立 会 調 査

試 掘 調 査 1 2 74

発
掘
調
査

予備調査

本 調 査 3 7 6

合 計

但、昭和60年度は2月末現在
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No. 名 称 所 在 地 追跡の種類 摘 要

l 立部遺跡 立部 1 2丁 目
奈良時代

散布地
土師器が多量に出土。

丹比柴籠宮跡 上田、新堂、柴垣
古墳時代

宮殿跡
反正天皇の宮推定地。範囲内からは縄文～近代
に至る各時期の遺構が検出されている。

樋野ヶ池窯跡 上田 6丁 目
古墳時代

須恵器窯跡

6Cの須恵器窯跡。開発が日前に迫り、消滅寸
前の状態である。

4 上田町遺跡 上田、阿保
古墳時代

集落跡
昭和47年松原郵便局新築工事に伴って発見。

大塚山古墳 西大塚 1丁 目 前方後円墳 雄略天皇陵と比定されている。

6 河合追跡 河合
弥生～古墳時代

土器散布地
古くから、弥生土器、石鏃等の出土力法口られる。

7 河合西追跡 河合

丹比道 (竹之内街道)
奈良時代

古道

三宅遺跡 三宅
古墳時代

屯倉推定地
「依羅屯倉」推定地。

10 観音寺跡 立部 2丁 目
平安時代

寺院跡

山ノ内古墳 上田 5丁 目 前方後円墳 全壊

大津道 (長尾街道)

奈良時代
古道

大和川今池追跡 天美西、天美我堂
古墳時代

集落跡
昭和52年下水処理場建設に伴い発見。

瓜破追跡 三宅
弥生時代

集落跡

長原遺跡 大堀町
縄文～室町時代

集落跡

津堂遵跡 旭ヽナII口丁

17 大堀町所在違跡 大堀町
古墳～奈良時代

集落跡
堤防改修等に伴い発見。

一津屋古墳 一津 FflH丁 前方後円墳 現在墳項には巌島神社が建っている。

一津屋町所在追跡 一津屋町
古墳～室町時代

集落跡
昭和59年共同住宅建設に伴い発見

阿保 2丁 目所在遺跡 阿保 2丁 目
古墳時代

集落跡
昭和58年分譲住宅建設に伴い発見。

阿保 4丁 目所在追跡 卜可イ呆4T目 古墳～奈良時代
集落跡

昭和59年分譲住宅建設に伴い発見。

天美西 3丁 目所在遵跡 天美西 3丁 目
弥生～鎌倉時代

集落跡
昭和58年下水道工事に伴い発見。

南新町追跡 南新町、河合
古墳～奈良時代

土器散布地
昭和56年下水道工事に伴い発見。

北新町4・ 5丁 目所在遺跡 北新町 4、 5丁目
弥生～鎌倉時代

集落跡
昭和59年下水道工事に伴い発見。

上田 2丁 目所在追跡 上田 2丁 目
鎌倉時代

集落跡
昭和59年分譲住宅建設に伴い発見。

表 4.遺 跡 一 覧
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No. 名 称 所 在 地 追跡の種類 摘 要

岡 4丁目所在違跡 岡 4丁 目
鎌倉～室町時代

集落跡
昭和59年分譲住宅建設に伴い発見。

丹南 1丁 目所在遺跡 丹南 1丁 目
鎌倉～室町時代

集落跡
昭和59年倉庫建設に伴い発見。

北新町 6丁目所在追跡 北新町 6丁 目
平安～室町時代

土器散布地
昭和59年共同住宅建設に伴い発見。

高見の星 4丁 目所在追跡 高見の里 4丁目
弥生～古墳時代

集落跡
昭和59年分譲住宅建設に伴い発見。

天美我堂 6丁目所在遺跡 天美我堂 6丁 目
近世～近代

集落跡
昭和60年分譲住宅建設に伴い発見。

阿保 5丁 目所在追跡 阿保 5丁 目
鎌倉時代

集落跡
昭和59年共同住宅建設に伴い発見。

南新町2・ 3丁 目所在追跡 南新町 2、 3丁 目地内
中世

散布地
昭和59年下水道工事に伴い発見。

岡 7丁目所在追跡 岡 7丁 目地内
弥生時代～中世

集落跡
昭和60年総合運動広場建設に伴い発見。

岡 5丁 目所在遺跡 岡 5丁 目
平安時代～近世

集落跡
昭和60年分譲住宅建設に伴い発見。

立部 2丁 目所在遺跡 立部 2丁 目
中世～近世

集落跡
昭和60年防火水槽建設に伴い発見。

西大塚 1丁 目所在追跡 西大塚 1丁 目
中世

集落跡
昭和60年店舗建設に伴い発見。

商新町 4丁 目所在追跡 南新町 4丁目
古墳時代

集落跡
昭和60年住宅建設に伴い発見。

丹南 3丁目所在遺跡 丹南 3丁 目
平安時代～近世

集落跡
昭和60年工場建設に伴い発見。

田井城 3丁目所在遺跡 田井城 3丁 目
古墳時代～中世
集落跡・水田址

昭和60年 プール建設に伴い発見。

その他周辺追跡

No. 名 称

北花田遺跡

南花田追跡

金岡遺跡

大正橋遺跡

史跡城山古墳・城跡

小山追跡

北岡遺跡

47 平塚古墳

48 丸山古墳

明教寺跡

No. 名 称

葛井寺跡

鉢塚古墳

ミサンザイ古墳

古市大濤

54 平下遺跡

雨ヶ池北古墳

雨ヶ池古墳

郡戸遺跡

丹上追跡
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No. 調査期間 地  区 遺 跡 名 所 在 地 申 請 者 原   因
面 積
(だ )

調査面
積備 )

担 当 備   考

① 85,4.8 D7-1-2 河合追跡 河合325 門J弱 均 個人住宅 野藤 9 本書掲載
遺構 。遺物検出

2 85 4.10 G3-2-2 大堀町所在
追跡

大堀町357

1他 池内静江 倉 庫 野藤 ③  遺跡発見
遺構・遺物検出

85.4.13 B3-3-7 大和川か池
追跡

天美我堂6-

76他
三宅一造 個人住宅 里予房藤 ③

追構・追物ナシ

④ 85.4 16 D6-4-14
丹比柴解宮
跡

新堂2-335 〆野義秀 個人住宅 220 野藤 ⑤
遺構・遺物ナシ

⑤ 85 4 25 A3-4-9
大和川今池
遺跡

天美我堂6

46
泉本信彦 個人住宅 野藤 ③ 本書掲載

遺構・遺物検出

85,4.26 F4-3-2 範囲外
松 ヶ丘211
07

伽富士住建 分譲住宅 野藤 ひ
遺物出土

7 85 4.30 G3-2-3 大堀町所在
遺跡

大堀町337-

1
松川明司

ビジネスホ
テル 野藤 ⑪  遺跡発見

遺構・遺物検出

③ 85 5.1 E6-2-11
丹比柴縦宮跡
山ノ内古墳跡

上田6-307 西本桂
=

診療所付住
宅

559 野藤 ③
遺構・遺物ナシ

③ 85. 5. 2 B2-3-18 大和川今池
追跡

天美西225
7

永田 博 個人住宅 359 野藤 9 本書掲載
遺構・遺物検出

(自 )8557
(至)8551(

E5-3-9 丹比柴籠宮
跡

上田3-610

他
市総務部総
務課

自転車駐車
場

862 野 藤 ∋
遺物出土

O 85.5.13 E7-2-17
丹比柴籠宮
跡

第F曽二3-797-

7
亀谷幸雄 個人住宅 里予抒苺 ∋

逮構 。遺物ナシ

(自 )85513
(至)85516

E8-4-3 丹南 3丁目
所在追跡

丹南3-673-

1他 丸末興業僻 倉庫 5,567 322 足立 υ 遺跡発見
遺構・追物検出

〇 85 5.14 E6-2-12
丹比柴籠宮
跡

」二日]6-289-
2

杉中利次 個人住宅 野藤 ∋
遺構 。遺物ナシ

⑭ 85.5 ,16 E7-1
丹比柴縦宮
跡

新堂3-■ 2

3
伊藤清治 個人住宅 野藤 9

遺構・追物ナシ

⑮ 85 5.16 E7-4-7 丹比柴籠宮
跡

柴垣卜729-

1
片岡艶子 個人住宅 野藤 D

通騰・遺物ナシ

〇 85,5。 17 C6-3-1 南新町遺跡 南新町2-26

3-2 小林易行 個人住宅 7 野藤 υ 本書掲載
遺構・遺物ナシ

⑫ 85,5,22 F61-2 大塚山古墳
西大塚卜22

9
南口正夫 個人住宅 野藤 D

遺構・追物ナシ

⑬ 85.5.23 G5-2-2 ―津屋古墳
一津屋町40

76他 和田一彦 個人住宅 野藤 9
遺構・遺物ナシ

⑩ 85.5.27 B2-3-19 大和川今池
追跡

天美西415
4

峯 憲一 個人住宅 ] 6 野藤 9 本書掲載
遺構・遺物検出

85.5 29 F3-3-1 範囲外
別所町44
他

伽富士住建 分譲住宅 806 野藤 ③
遺構・遺物ナシ

85.5 ,30 F4-1-3 範囲外
別所町20-3

他
谷 重太郎 倉庫 里予昇要 ひ

遺構・遺物ナシ

85.5 31 D6-4-15
丹比柴籠宮
跡

新堂1-525-

1
伊藤初美

貨物運送事
業所

里予Л襄 Э
遺構・遺物検出

8563,5,8 B3-2-1 範囲外
天美東 9丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管渠 足 立 ③
遺構・遺物ナシ

85.6.4 A4-2-8
大和川谷池
遺跡

天美我堂7

552-2
伸明化成伽 倉庫 5 里予帰棗 9

追構・遺物ナシ

85.6.5 D3-4-3 範囲外
三宅中1-25

9-1 井上良太郎 店舗付倉庫 835 17 野藤
電権・遺物ナン

表 5.調 査 一 覧
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No 調査期間 地  区 追 跡 名 所 在 地 申 請 者 原   因
面 積
(ド )

調査面
積備 )

担当 備   考

85.6.7 E8-2-3 丹比道
立部卜120-

1
土師勇三 共同住宅 ET・藤 ∋

遺構・追物ナシ

⑫ 85 6.10 E5-4-16
丹比柴籠宮
跡

上田2300-
55

坂東 翠 個人住宅 7 足 立
9
遺構・遺物ナシ

(自 )856.1(

(至)8681(
G4-3-5

一津屋町所
在追跡

一津屋町23

71他
早川新太郎 共同住宅 1,767 野藤 本調査

⑩ 85.6.11 E8-3-2 丹比道 岡5135-2 山田,青太郎 倉庫付住宅 212 足 立
∋
追構・遺物ナシ

85 6 14 C2-31 範囲外
天美東538
3-1他

(学法)

大鉄学園

電子計算器
センター

足 立 ③
遺物出土

85.6.15 D5-4-8
丹比柴籠宮
跡

高見の里4

771-2

日産プリンス

大阪販売伽
広告塔 5 野藤

∋
遺構 。道物ナシ

85.6.19 E8-2-4
岡 5丁 目所
在遺跡

口¶5-478-1 巽住宅爛 分譲住宅 749 足 立
① 遺跡発見
遺構・遺物検出

〇 85 6 20 E7-4-3
丹比柴籠宮
跡

柴垣卜723-

2
松崎 力 個人住宅 122 足 立 ①  本書掲載

遺構・遺物検出

⑭ 85 6.26 E316 三宅遺跡
三宅中5ト
2

北端ナラエ 個人住宅 9 足立 9
遺構検出

(自 )8571
(至)85724

A4-2-9
大和川今池
追跡

天美我堂5,

6,7丁 目地内
市下水道部
計画課

下水道管渠 足 立 ∋
追構・遺物ナシ

〇 85,7  4 A3-4-10 大和川今池
追跡

天美我堂6

140-2
黒川 徹 個人住宅 6 足立 ○  本書掲載

遺構 。遺物検出

9 85,7.4 B2-1-4
天美西 3丁
目所在追跡

天美西391
-117他 吉本敬達 個人住宅 7 野藤

③
遺構・遺物検出

85.7. 5 C61-3 南新町追跡
南新町213
7-13

浦野春雄 店舗 233 9 足 立 ⑦
違構・造物ナシ

⑩ 85 7  8 E7-2-18
丹比柴籠宮

跡

柴垣卜90ト

2他
酒井英幸 個人住宅 足 立

⑤ 本書掲載
遵構・遺物検出

35,7.10 E8-3-3 範囲外
丹南2-264

1
小池成男 倉庫 足 立

Э
追構・遺物ナシ

85 7 12 D6-3-3 範囲外
高見の里3-

99-2
中本房市 共同住宅 野 藤 ①

遵構・遺物ナシ

@ 85 7.16 D6-2-10
丹比柴籠宮
跡

上田763-5 平岡博志 店舗付住宅 足立 ③ 本書掲載
遺物出土

85,7.23 E41-6 範囲外 阿保262 カワノ産業
伽

分譲住宅 足 立 Э
遺構・遺物ナシ

(自 )85725
(至)8585

B4-4-2 範囲外
北新町 5丁
目地内

市下水道部
計画課

下水道管渠 足 立 ③
遺物出土

85 7.29 B4-1-7 範囲外
】ヒ著斤口丁4-18:
-1

棚大国屋製
作所

共同住宅 2,636 足 立 ③
遺物出土

85,7 3ユ D3-2-2 範囲外
三宅中581
7-2

m富士住建 分譲住宅 足 立
建 ・遺物ナシ

⑫ 85.8.2 A3-4-11
大和川今池
追跡

天美我堂6

125
古林良一 個人住宅 8 足立 ○ 本書掲載

追物出土

(自 )858 2

(至)85813
A3-4-12

大和川今池
遺跡

天美西5,6

丁目地内
市都市計画
課

天美西公園 13,500 足立 ∋
遺構・遺物検出

85.8,7 H4-1-1 範囲外
/1ヽ サ十1町 197

1
藤村 烈 分譲住宅 721 野藤 ①

遺構・追物ナシ

85,8  8 E6-2-13
山ノ内古墳跡
丹比柴薙宮跡

上田 7丁 目
地内

市下水道部

河川水路課
排水路改修 7 野藤 ③

遺構・遺物ナシ

85,8  9 E5-1-8 範囲外 「可イ呆3-251
社会福祉法
人聖徳会

養老院 17 野藤 ③
遺構・遺物ナシ

-6-



No 調査期間 地 区 遺 跡 名 所 在 地 申 請 者 原  因
積

，∬

面

く
調査面
積(ポ )

担 当 備 考

(自 )8581(

(至)85911
E8-2-5 岡 5丁 目所

在追跡
Fヨ 5-478-1 巽住宅帆 分譲住宅 野 藤 NO.32の 本調査

⑬ 85,8.21 G3-3-2 大堀遺跡
大堀町105-

1他
伽産業経済
新聞社

新聞印刷工
場

2,813 足立
⑫
追物出土

⑦ 85.8.23 E2-2-2 瓜破遺跡
三宅中 8

1246-2
中 進 貸工場 足 立

9
遺物出上

85。 8.23 B3-2-2 範囲外
天美東 8丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管渠 野藤
d
進構・遺物ナン

① 85.8.24 E417 阿保 2丁 目
所在遺跡

阿保2132
1

奥村弘志 個人住宅 456 足 立 9 本書掲載
遺構 。遺物検出

⑦
85826,27

85 9 ,2, 3
D4-4-2 範囲外

田井城 2

210
栄泉興産伽 共同住宅 13,860 足 立 づ

遺構 。遺物ナン

85 8 29 E6-4-20
丹比柴籠宮
跡

新堂2853
他

能登太郎 整骨院 足 立 9
遺構・遺物ナシ

Э 85.8.29 E6-2-14
丹比柴籠宮
跡

上田5500-
5

橋本 実 個人住宅 足 立 9
遺構・遺物ナン

⑩ 85,8.30 G5-1-2 大津道
一津屋町
633

田中由安 個人住宅 297 野藤
9
遺構・追物ナシ

(自 )859.2
(至)85,9 7

B2-4-1 範囲外
天美東 9丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管渠 269 足立 ③
遺構・遺物ナシ

85,9. 6 G4-1-3 範囲外
大堀町202
他

伽エヌケー

製作所
倉庫 野藤

③
遊構・遺物ナシ

85,9.7 F3-4-3 範囲外 房」周咋口丁248 三谷元二 工場 足 立 ①
遺物出土

② 85 9.13 B2-3-21
大和川今池
追跡

天美西 5

168-2
村上 勇 個人住宅 足 立 ∋ 本書掲載

遺構・遺物検出

〇 85,9,14 E7-2-19
丹比柴籠宮
跡

柴垣1-892-

10
和国典雄

作業所付
住宅

足立 9 本書掲載
違構・遺物検出

85 9.19 G341 範囲外
/1ヽ ,II町124-

1
松本千秋 貸工場 足 立 ①

遺構・遺物ナシ

⑦ 85,9。 21 A3-4-13 大和川今池
追跡

天美我堂7

546-2
松田規宏 個人住宅 436 足 立 ⑦ 本書掲載

遺物出土

③ 85 9.26 B2-3-22 大和川参池
遺跡

天美西 2

163他 富田 守 個人住宅 野藤 ∋  本書掲載
進構・遺物検出

85 9.27 B3-2-3 範囲外 天美東8-10 竹田久二夫 共同住宅 9 野藤 づ
遺構・遺物ナシ

85 9.30 D9-4-1 範囲外
丹南1-488

1
山本角蔵 レス トラン 925 野藤

③
遺構 ,遺物ナシ

④ 85.10, 1 D5-2-7 上田町遺跡
阿保1150
7

尾崎禎一 個人住宅 278 野藤
⑫  本書掲載
遺繕検出

② 85,10 4 D6211 丹比柴籠宮
跡

高見の里 5
-505-1 柴田保夫

事務所付
倉庫

野藤 ○
遺物出土

④ 85。 10 11 E6-4-21
丹比柴籠宮
跡

柴垣卜137 村上 晃 個人住宅 17 野藤 ○ 本書掲載
遺構・遺物検出

② 85.10.14 D8-4-3 岡 7丁目所
在遺跡

岡 7-67他 僻山形工務
店

工場 2,876 158 野藤
① 遺跡発見

遺構・遺物検出

(自 )8510よ

(至 )85,10,11
C6-3-2 南新町遺跡

河合5-238-

1
市土木課

住宅用地供
給

2,545 野藤 ○
遺構・遺物検出

⑩ 85,10,18 B3-1-8 大和川今池
追跡

天美西 2

128-3
山岡 勉 個人住宅 246 9 野藤 ③ 本書掲載

遺構・遺物検出

85 10.18 D7-31 河合遺跡 河合卜51 高橋宣之 共同住宅 6 足 立 ○
遺構検出

-7-



NO 調査期間 地  区 遺 跡 名 所 在 地 申 請 者 原   因
積

，ポ

面

ぐ
調査面
積(ド )

担 当 備 考

④ 85,10.19 B3-3-8 大和川今池
遺跡

天美西 1

550-2
小村恵一 個人住宅 4 足 立

∋ 本吾獨頭
遺構・遺物検出

⑩ 85.10.21 C5-4-4 螂
東新町 3

45-10
中野高志 個人住宅 野藤 電権.蒼赫覆議

(自 )85102

(至)85102
B4-1-9

】ヒ新町4・ 5丁

目所在遺跡
北新町4,5

丁目地内
市下水道部
工務課

下水道管渠 野藤 本調査

85.10.23 F4-1-4 範囲外 房J口F田丁13 山道 勇 倉庫 野藤 ひ
遺構・遺物ナシ

85.10 25 G3-2-4 尊建Xコ酎タト
大堀町359

3

西岡溶接工
業所

工場 野藤
③
遺構・遣物ナシ

(自 )85,10,28

昭和61年度継続
D8-2-3

岡7丁目所
働

岡 7丁目地
内

市総務部総
務課

青少年総合
運動広場

25,810 10,000 足 立 本調査

(自 )85.10,29

(至)851031
F7-3-7

立部2丁目
司F劉 二と著52-573 市消防本部 防火水槽 野藤

見
出

発
検

跡
物

遺
遺①

離
85.10.31 E5-2-2 鐵

阿保4334
1他 桑田隆雄 共同住宅 999 野藤 ∋

遺構・遺物ナシ

85。 11. ユ F6-3-2 範囲タト
上国8-7-1

他

オリエンタル

酵母帆
未定 1,649 野藤 ひ

遣構・遺物ナシ

85111,2,12 B2-4-2 範囲外
天美北 7丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管県 野藤
Э
遺物出土

③ 85 11.6 E7-2-20
珊 際 鱗
跡

柴垣1920
8

僻富士住建 個人住宅 野藤 υ
遺構・遺物ナシ

85.11.7 A3-4-14 大和 II今池
勘

天美我堂7

500
的松茂興産 貸倉庫 里予″薇 ∋

遺構・遺物ナシ

85,11 12 C3-4-1 鯛 タト
天美東卜73

12他 小林孝一
店舗付共同
住宅

190 里子晟藤 融
遺構・遺物ナシ

⑦ 85.11 13 E7-4-9
丹比柴籠宮
跡

柴垣2-547-

3
土師昭春 個人住宅 野藤

○ 本書掲載
遺物出土

② 85 11 15 G4-1-4 大堀遺跡 大堀町52 住江織物僻 倉庫 33,549 野藤
∋
遺構・遺物ナシ

〇 85,11 18 D9-2-2
丹商 1丁 目
所在遺跡

丹南卜410

他

日本引抜工

業伽
倉庫 21,660 野藤

見
出

発
検

跡
物

遺
遺③

離
⑫ 85,11 20 E5-3-10 大津道 卜可イ呆4-1-37 小サII紀 ひこ 個人住宅 野藤 ○

遺構・遺物ナシ

85.11.21 F5-3-2 西大塚l丁

目〕千劉
西大塚卜42
-1

内本 昇 店舗付住宅 野藤
③ 遺跡発見
遺構・遺物検出

〇 85。 11.21 A3-4-15 大利 II今池
勘

天美我堂6-

140-3
関谷泰一郎 個人住宅 足 立 ⑫  本書掲載

遺構検出

⑫ 85。 11.22 D6-2-12
丹蝶 鱒
跡

高見の里4

764-1
い松野工務
店

店舗付住宅 329 野藤
⑦ 本書掲載
遺物出土

〇 85。 11.25 C6-1-4
南新町2・ 3丁

目所在遺跡
南新町3-

304-3
酒井秀彦 個人住宅 野藤

9 本書掲載
追物出土

85。 11.25 A3-4-16
大和川今池
遺跡

天美我堂7

496
青木 修 事務所 7 野藤 ⑤

遺構・遺物ナシ

(自 )85■ 26

(至)85■ ,29
D5-1-4

田井城 3丁
目所在遺跡

田井城3

105-3
市保健体育
課

プール 8,576 277 野藤
⑪  遺跡発見
遺構・遺物検出

⑪ 85.11.29 B6-2-〕
南新町 4丁
目所在遺跡

南新町4-53
-3 牟田在詰 個人住宅 330 足 立 ③  追跡発見

遺構 。遺物検出

ll12

(自 )85122
(至)85124

C6-3-3 南新町遺跡
河合5丁 目
地内

市下水道部
工務課

下水道管渠 372 野藤
∋
遺構・遺物検出

ll13 85.12. 3 E2-1-3 範囲外
三宅中 8

1240
前田義一 自己用倉庫 962 lFF ⑪

遺物出土

-8-



NIo. 調査期間 地  区 追 跡 名 所 在 地 申 請 者 原  因
面 積
(∬ )

調査面
積 (ポ )

担 当 備 考

l14 85.12.3 E5-311 丹比柴籠宮
跡

上田4-633-

1他 西田 勇 共同住宅 801 野藤 ∋
遺構・遺物ナシ

105
(自 )85,12.6

(至 )85,12.24
A4-2-10 範囲外

天美我堂6,

7丁 目地内
市下水道部
計画課

下水道管渠 野藤 ∂
追構・遺物検出

1“ 85 12.5 B2-3-23 大和川今池
遺跡

天美西3-

176他
由上文学 寺院 野藤 ○

遺物出土

ll17 85.12.6 E7-4-10
丹比柴籠宮
跡

柴垣1-723-

6
井上栄三 分譲住宅 野藤 ⑤

遺構・遺物検出

103 85,12.6 E4-3-4 範囲外 阿保5-■ -3 小阪雷太 共同住宅 野藤 ③
遺構・遺物ナシ

ll19 85.12.9 E2-1-4 範囲外
三宅中 7

■00他
天美陸運爛 倉庫 野藤 ③

遺構・遺物ナシ

(自 )85129

(至)861.18
B4-2-2 範囲外

北新町 3～
6丁 目地内

市下水道部
計画課

下水道管渠 野藤 ③
遺物出土

85.12.10 D6-2-13 丹比柴罐宮
跡

上田 4丁目
地内

反正山
水利組合

排水管布設 野藤 ○
遺構・遺物ナシ

⑩ 85 12.12 E6-1-12
丹比柴籠宮

跡

上日 3-2
-39 井上栄三 個人住宅 325 11 野藤 ⑤ 本書掲載

遺構・遺物検出

85 12.13 D2-4-1 範囲外
三宅中6-
857-2 藤篠生剛 自己用倉庫 野藤 ①

遺構・遺物検出

85,12.16 E7-411 丹比柴籠宮
跡

柴垣卜723-

14
lnlt興 分譲住宅 里予房慕 ○

遺構・遺物検出

85,12.17 D8-4-4
岡 7丁目所
在追跡

岡 7-69他 住江製鋼い 工場 3,554 野藤
①  遺跡発見
遺構・遺物検出

⑪ 85.12.18 A3-4-17
大和川今池
追跡

天美我堂7

484
井上和良 個人住宅 野藤 ③  本書掲載

遺構・遺物検出

iV 85.12.19 E6-215 丹比柴籠宮
跡

上田7-223-

1
小松住建 分譲住宅 1,214 野藤 ○

遺構・追物ナシ

85.12.19 B4-2-3 範囲外
天美南5-10
-2 岸田仲浩 共同住宅 227 野藤

①
遺構・遺物ナシ

85.12.20 D515 範囲外
田井城 3-
105-3

市保健体育
課

プール 8,576 野藤 ひ
遺構・遺物ナシ

120 85.12.20 D3-3-1 範囲外
三宅西2,3

丁目地内
三宅町土地
改良区

農業用水管
布設

7 野藤 ③
遺構・遺物ナシ

⑭ 85.12 24 F7-3-8 立部遺跡 立部1-19-1 中浦秀光
事務所・

倉庫付住宅
290 野藤 υ

遺構・遺物ナシ

122 85.12 25 D7-4-1
新堂 5丁 目
所在追跡

新堂 5丁 目
地内

市都市計画
課

都市計画道
路

1,500 野藤 0 遺跡発見
遺構 。遺物検出

123 85。 12.25 E6-2-16
丹比柴籠宮
跡

上田7-224-

4
高萩 均 個人住宅 l 野藤 9

遺構 。遺物ナシ

124 86. 1 . 7 E5-1-10 範囲外
阿保 3丁 目
地内

市都市計画
課

阿保公園 1,200 野藤 Э
遺物出土

⑭ 86. 1 . 8 A3-4-18
大不lllll今 池
追跡

天美我堂7

558-2
大山 剛

事務所付
住宅

4 野藤 ∋ 本書掲載
遺構検出

86. 1 ,9 E7-4-12
丹比柴籠宮
跡

柴垣2-547

1他 土師昭春 共同住宅 野藤 9
遺物出土

86.1 , 9

86.2 .25
E8-2-6 立部遺跡

立部 1丁 目
地内

市下水道部
河川水路課

排水管布設 野藤 9
遺構・遺物ナシ

⑭ 86.1.13 F7-3-9 立部追跡 立部卜199 山田國広 個人住宅 野藤 Э
遺構検出

86.1.14 E5111 範囲外
阿保3-234-

2
橋本猛英 共同住宅 里予抒藤

藍易出上
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NO 調査期間 地  区 遺 跡 名 所 在 地 申 請 者 原  因
面 積
(ポ )

調査面
積 (ポ )

担 当 備    考

86. 1 16 E3-1-7 範囲外
三宅中 5丁
目地内

市下水道部
河川水路課

排水路改修 野藤 ③
遺物出土

86.1 ,17 C3-3-2 範囲外 天美東7-21 吉井賢治 飲食店 里予舜蕉 ③
遺構・遺物ナシ

⑩ 86. 1 .20 E7-1-12
丹比柴籠宮
跡

新堂3298
1

千葉高美
千葉高次

個人住宅 野藤
○  本書掲載
遺構・遺物検出

133 86.1.21 D3-4-4 範囲外
騨
馳

宅

９．

一二
２５

井上良太郎 店舗 野藤
∂
遺物出土

134 86.1.22 E7-2-21
丹比柴籠宮
跡

柴垣 1丁 目
地内

市消防本部 防人水槽 野藤
⑫
違構・遺物検出

⑪ 86.1 .23 E8-4-4 丹比道
立部5-112-

1
小野正次 個人住宅 里予房藤 ⑦

遺物出土

86.1 .24 E5-3-12 大津道
阿保3170
24

古川一夫 店舗 ビル 里子抒要 ○
遺構・遺物ナシ

86. 1 .27 E5-3-13 大津道
阿保町34
32

日本生命保
険帥

事務所 ビル 野藤 Э
遺構・遺物ナシ

138 86 1.29 G4-3-6 範囲外 一津屋口T271 輿栄住宅伽 分譲住宅 野藤
③
遺構・遺物ナシ

139 86 1 .30 D3-4-5 範囲外
三宅中 1

189■他
仰
竹生工務店

分譲住宅 野藤
ひ
違物出土

■0 86.1 30 D3-4-6 範囲外
三宅中 1

190他 稲田耕之介 分譲住宅 野藤 ひ
遺物出土

86.2.4 D3-4-7 範囲外
三宅西 3

266他 垣端信栄
事務所
寄宿合

3,086 里予房泰 ①
追構・遺物ナシ

86.2.4 F8-3-2 丹比道
立部5237
5

黒川信門 共同住宅 198 野藤 ○
遺構・遺物ナシ

143 86 2.6 G3-2-5
大堀町所在
遺跡

大堀町359

2
米沢一男 貸倉庫 999 野藤

①  遺跡発見
遺構・遺物検出

⑭ 86.2,7 F5-2-1 大津道 一津屋810 三好博之 個人住宅 5 野藤
D
追構・遺物ナシ

② 86. 2 , 7 C5-3-5 大津道
南新町卜16
-4 佐藤泰助

作業場付
店舗住宅

4 里予蒻秦 9 本書掲載
遺構・追物検出

(自)86.210

(至)86224
D8-4-5 岡 7丁 目所

在追跡
岡 7-69他 住江製鋼仰 工場 3,554 野藤 陥 ■5の本調査

(自 )86.212

(至)86331
C6-3-4 商新町遺跡

河合5丁 目
地内

市下水道部
正務課

下水道管渠 野藤 No 102の 本調査

⑭ 86 2.15 E6-3-13
丹比柴籠宮
跡

つ「些と2-634-
14

西野文求 個人住宅 5 足立 ∋
遺構・遺物ナシ

⑭ 86.2 .15 E6-3-14
丹比柴維宮
跡

新堂2-634-

4
長谷幸雄 個人住宅 5 足立 ∋

遺構・遺物ナシ

86.2 .17 G3-途 -2 範囲外
大堀町95-3

イ也
目黒―八

事務所付
作業場

647 7 足 立 ③
遺構・遺物ナシ

Ω 86.2.20 C51-1 大津道
北新町ト
286-1

伊藤幸次郎 店舗付住宅 6 足立 ○
遺構・遺物ナシ

Φ 86.2.20 C5-3-6 大津道
北新町ト
284-2

寺田忠治 個人住宅 6 足 立
○
遺構・遺物ナシ

153 86 2.21 C3-3-3 範囲外
天美東7-22
-4rt 藤田利雄

店舗,事務所
付共同住宅

455 野藤 ∋
遺構・遺物ナシ

154 86.2 21 E7-2-22
丹比柴籠宮
跡

柴垣1724-
6他 い池芳明 個人住宅 足 立

∋
遺構・遺物ナシ

⑤ 86.2 24 C5-1-2 大津道
,ヒ新町
287-1

羽喰良一 店舗付住宅 220 8 野藤 ∋
遺構・追物ナシ
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No. 調査期間 地  区 遺 跡 名 所 在 地 申 請 者 原  因
面 積
(ド )

調査面
積 (ゴ )

担 当 備   考

86 2.24 D5-3] 範囲外
高見の里4-

890-4
信田博和

貸店舗
貸事務所

5 野藤 ∂
遺構・遺物ナシ

86.2.26 D2-4-2 範囲外
三宅中 6

857-1
辻本正明 自己用倉庫 野藤 ①

追構・遺物ナシ

⑪ 86 2 28 E6-4-22
丹比柴縦宮
跡

上田 8-67
-10 村田滝雄 個人住宅 232 野藤 ○

遺構・遺物ナシ

表 6.立会調査一覧

No. 調査期間 地  区 遺 跡 名 所 在 地 申 請 者 原  因
面 積
(ポ )

担当 備 考

] 85.6 17 E5-4
丹比柴籠宮
跡

上国2393
2

西田三四郎 個人住宅 足立

2 857.10,ll B3-1
大和川今池
遺跡

天美西 1丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管渠 野 藤

3
(自 )857.15

(至)857.20
B2-3-20 大和川今池

遺跡

天美西 4丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管県 野 藤

4 85,7.22 C2-3 範囲外
天美北 1

352-1
(学法)

大鉄学園
倉庫 足 立

5 857 23 E7-2 丹比柴縦宮
跡

柴垣卜90ト

2
酒井英幸 個人住宅 足 立

6 8&8.17 E6-4 丹比柴籠宮
跡

」ヒ日]7-81-3 堀川昭平 店舗付住宅 野藤

7 85,8.26 B3-4 範囲外 天美東 8
委
課

教
設

市
施

天美小学校
トイレ

野藤

8 85 9.9 D6-2 岡 4丁目
所在追跡

岡4-1483
他

爛河内住建 分譲住宅 313 野藤

9 85 9 10 B3-4 範囲外
天美南 5丁

目地内
市下水道部
工務課

公共桝 4 野藤

85.9,13 D5-2 上田町追跡
田井城}
158-8

塩野産業仰 倉庫 足 立

85.9.17 D3-4 阿保 2丁 目
所在追跡

阿保2-132

1
奥村弘志 個人住宅 足 立

(自 )85917
(至)86331

B2-1
天美西 3丁
目所在違跡

天美西 3丁
目地内

市下水道部
工務課

下水道管渠 足 立

85.10,1,2 B4-1-8
】ヒ新町4・ 5丁

目所在遺跡
北新町 4,5
丁目地内

大阪ガス 瓦斯管入替
220φ

L登能Om
野藤

85.11 18 E6-4
丹比柴縦宮
跡

」二日ヨ8-67-5 奥田秀雄 個人住宅 野藤

85.11.22 D5-2 上田町遺跡 阿保卜11 市総務部
総務課

広告塔 足 立

85.12 13 A2-4 大和川今池
追跡

天美西4

180-4
田中忠四郎 農業用倉庫 野藤

85 12.26 E5-1-9 範囲外
阿保 3丁 目
地内

市都市計画
課

阿保公園 里予】驀

86.1 .17 B4-2 範囲外
北新町 4丁
目地内

市下水道部
河川水路課

排水管布設 野藤

86. 1 20 D7-1 河合追跡
河合3丁 目
地内

市下水道部
河川水路課

排水管布設 野藤

86124,25 A3-4-19
大和川今池
遺跡

天美西 5,6
丁目地内

市都市計画
課

天美西公園 13,500 野藤

86,1.27.28 B31 大和川今池
追跡

天美西 1丁
目地内

市水道局 水道管理設 野藤

86. 1 .29 F8-] 立部遺跡
立部2223
1

黒川有美子 倉庫 野藤

86 2.14 D5] 田井城 3丁
目所在追跡

田井城 3-
1053他

市保健体育
課

プール 8,576 野藤
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Ⅱ。各調査区の概要

1.A地 区

O A3-4-9(表 5,Na 5)

① 大和川今池追跡 ② 天美我堂 6丁 目46 ③ 遺跡南辺に位置し、洪積段丘中位面に立地。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の東西に設定し、21∬ について実施した。土層は地表面下

約80cmの 黄橙色粘質土の地山上に褐灰色粘質土、淡灰色粘質土、床土、耕上の順に堆積し、

褐灰色粘質土より、奈良時代から鎌倉時代にかけての土師器甕、須恵器甕、瓦器等の破片が

出土した。遺構は東側グリッドより、南】ヒ方向に走る幅40cm、 深さ20cmを測る濤を検出した。

埋土は黄灰色粘質上が堆積するが、埋土中からの遺物はなく、時期は明らかでない。

● A3-4-10(表 5.陥 36)

① 大和川今池遺跡 ② 天美我堂 6丁 目140-2 ③ 大和川今池遺跡の南辺部、旧西除川左

岸の洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は2× 3mの範囲で実施した。層序は明黄色粘質土 (地山)上に、瓦器を包含する灰

色粘質土が約40cmの 厚さで堆積し、その上は約 lm盛土されている。遺構は盛土直下から、

南北方向に流れ、検出部分の深さ約20cmを測る濤が確認された。また濤の肩部には土溜めの

木杭が列状に打たれていた。出土遺物より近世以後の耕作濤と思われる。

● A3-4-11(表 5,Nc47)

① 大和川今池追跡 ② 天美我堂 6丁 目125 ③ A3-4-10と 同様、追跡の南辺部に位

置し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は2× 2.5m、 1.5× 2mの グリッドを2箇所設定して実施した。層序は明灰黄色粘質

土 (地山)上に、褐灰色粘質土、灰黄色粘質土、耕土の順に堆積し、褐灰色粘質土からは土

師器片等が若千出土したが、時期等については明瞭でない。

● A3-4-13(表 5。 Nd67)

① 大和川今池追跡 ② 天美我堂7丁 目546-2 ③ 大和川今池追跡の南西辺部、洪積段

丘中位面に立地する。

④ 調査は2.5× 3mの範囲で実施した。層序は黄灰色粘質土 (地山)上 に、

灰褐色粘質土、黄灰色粘質土、真砂土 (盛土)の順に堆積し、灰褐色粘

質土からは須恵器壺、高罫等が出土した。また盛土直下から、深さ約70

cmを測る、近世以後の濤が検出され、陶磁器片が出土した。濤の埋土は

下層より、暗灰色粘質土、灰黄色粘質土、灰色粘質上の順に平行堆積し

ており、攪乱は見られず、自然に埋没したものと思われる。
一

出土遺物

―- 12 -―



O A3-4-15(表 5 NQ96)

① 大和川今池遺跡 ② 天美我堂 6丁 目140-3 ③ 大和川今池遺跡の南部、A3-4-10の

南に隣接し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は2× 2mの範囲で実施した。層序は明黄褐色粘土 (地山)上に、灰色粘質土、灰褐

色砂粘質土、耕土、盛土の順に堆積する。遺構は、造成時に埋没した深さ70cmを測る濤が検

出されたが、この濤はA3-4-10検 出の濤に続くものである。またこの濤の肩部から、濤

開削前に掘られたと思われる、径約 lmの耕作井戸も検出された。

● A3-4-17(表 5。 N0110

① 大和川今池遺跡 ② 天美我堂 7丁 目484 ③ 大和川今池遺跡の商部、A3-4-15の

南東に位置し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の南北に設定し、13∬ について実施した結果、平安時代中

期の遺構、遺物を検出した。土層は地表面下約60cmの 黄色粘質上の地山上に褐灰色粘質土、

黄橙色粘質土、耕上の順に堆積する。遺構は地山を掘 り込む濤、土

拡を検出した。濤は南側 グリッドより検出し幅1.9m、 深さ40cmを測

り、北へ向って緩やかに走る。埋土は黒色粘土、灰黄褐色粘質土、

にぶい黄褐色粘質土が堆積 し、黒色粘土より黒色土器婉、須恵器甕

南側グリッド

遺 構 平 面 図

,   静

出上遺物
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● A3-4-18(表 5.血 125)

① 大和川今池遺跡 ② 天美我堂 7丁 目558-2 ③ 大和川今池遺跡の南西部、A3-4-

13の 西側、松原市と堺市の市境に位置し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は1箇所のグリッドを敷地の西側に設定し、4∬ について実施した。土層は地表面下

約 1.5mの 明褐色砂礫の地山上に灰黄色粘質土、灰色粘質土、耕土、盛上の順に堆積する。

遺構は地山を掘り込む浅い落ち込みを検出した。落ち込みの規模は、長さ1.5m、 深さ10cmを

測る。埋土は黒褐色粘質土、褐灰黄色粘質土が堆積するが、遺物の出土はなく、時期は不明。
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2.B地 区

。 B2-3-18(表 5.醜 9)

① 大和川今池遺跡 ② 天美西2丁 目359 ③ 大和川今池遺跡

の北東部、B2-3-19の東隣に位置し、旧西除川左岸に広がる

氾濫平野の東端に立地する。

④ 調査は1箇所のグリッドを敷地の西側に設定し、4∬ について

実施 した。土層は地表面下約 1,3mの褐色混り淡灰色粘質土の地

山上に、灰色粘土、灰色シルト、盛土の順に堆積する。調査中湧水

の為困難を窮めたが、近世以後の遺構、遺物を検出した。遺構は

地山を掘 り込む南北方向の濤で幅80cm、 深さ30cmを測る。埋土は

灰色砂質土が堆積 し、埋土中より陶磁器蓋が出土している。

● B2-3-19(表 5.醜 19)

① 大和,II今池追跡 ② 天美西4丁 目154 ③ 大和川今池遺跡の北東部、

西隣に位置し、旧西除川左岸の氾濫平野西辺部に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の東西に設定し、6ピ につ

いて実施 した。土層は地表面下約80cmの灰白色粘質土の地山

上に灰オリーブ色粘質土、灰色粘砂質土、耕土、盛土の順に

推積する。遺物は盛土から、陶磁器娩、鉢等の近世以後の土

器が出土 したが、盛土下からの出土は見られなかった。また、

明瞭な遺構も検出されなかったが、西側グリッドにおいて、

北に向って緩やかに傾斜する、深さ約15cmの落ち込みを検出

した。埋土は灰褐色粘質土が堆積するが、遺物の出土はなく、

時期は明らかでない。

● B2-3-21(表 5。 NQ64)

?         ,い

出上遺物

B2-3-1の

一出土遺物

① 大和川今池遺跡 ② 天美西5丁 目1682 ③ 大和川今池追跡の中央部、B2-3-22

の南西に位置し、旧西除川左岸に広がる氾濫平野西端部に立地する。④
畳そ3i!ξlと:3争3亭:を専!3与!牟と才と:ミ!与ζ急:!i 0
娩及び、土師質土器等が出土 した。明瞭な遺構は検出されなかったが、

中央のグリッドで、地山が北西方向に下がる落ち込みが見られた。

耕土、盛土の順に堆積する。追物は耕土直下の青灰色粘質土より、瓦器 
｀`
1__ヰ≦≦ぎ

″

?   3● ●

出上遺物
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。 B2-3-22(表 5,N068)

① 大和川今池遺跡 ② 天美西 2丁 目163,165 ③ 大和川今池追跡の北東部、B2-3-
18の 東側に位置し、旧西除川左岸に広がる氾濫平野の東端に立地する。

④ 調査は1箇所のグリッドを敷地の西側に設定し、4∬ について実施した結果、近世以後の

遺構、遺物を検出した。土層は地表面下約60cmの灰褐色土を地山として、淡橙色土、盛土の

順に堆積する。遺物は淡橙色土より、土師器、須恵器、瓦、陶磁器、塩重等が混在して出土

した。遺構は地山を掘り込む径約20cm、 深さ15cmの柱穴を検出した。

出 上 遺 物

● B3-1-3(表 5,h1076)

① 大和川分池遺跡 ② 天美西2丁 目12

8-3 ③ 遺跡の西辺部に位置し、旧

西除川左岸自然堤防上に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の南北

に設定し、 9∬ について実施 した。土層

は地表面下約 2.2mの灰白粘質土の地山

上に堆積する、灰黄褐色粘質土を掘 り込

む土拡を検出した。土拡の規模は深さ約

70cmを測るが、時期は明らかでない。

Nl 盛土

南側グリッド土層断面図

● B3-3-8(表 5 N078)

① 大和川今池遺跡 ② 天美西 1丁 目550-2 ③ 大和川今池遺跡の南西部、西除川北岸に

面し、旧西除川左岸に広がる自然堤防西端部に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の南北に設定し、4言 について実施した。土層は地表面下

約1.8mの黄色粘質土の地山上に黄褐色粘質土、灰褐色粘土、床土、耕土の順に堆積する。遺

構は地山を掘り込む径40cm、 深さ10cmの ピットを検出した。埋土は暗褐色粘質土が堆積する

が、時期は不明である。遺物は須恵器砲、瓦器、土師器が責褐色粘質土より出土してぃる。

普 団

劃

2 耕土
3.旧耕土

4.にぶい黄褐色粘質土(10YR5/3)
5,灰 白色細砂 (2.5Y7/1)

6.明黄褐色(10YR6/6)混
灰白色微砂 (2.5Y7/1)

7.明黄褐色粘質土(10YR7/6)
8.仄黄褐色粘質上 (微秒混10YR6/2)
9.暗灰黄色粘土 (2.5Y5/2)
10.黒色粘土 (2.5認 /1)

11.5混 り7

12.黄灰色粘質土 (25Y6/1)
13.浅黄色粘性砂質土 (2.5Y7/4)

14.灰 白色粘質土 (2.5Y8/2)
生___Jm
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3.C地 区

。 C5-3-5(表 5,N0145)

① 大津道 ② 南新町 1丁 目16-4 ③ 大津道の北側に

面し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は1箇所のグリッドを敷比中央部に設定し、4♂ に

ついて実施 した。土層は地表面下約 1.3mの 黄色粘質上の

地山上に淡褐色砂、黄灰色砂質土、盛土の順に堆積 し、黄

灰色砂質土を掘 り込む、近世の埋甕を1基検出した。埋甕

は底径40cm、 復元高約70cmを測る湊焼甕である。この他、

淡褐色砂より、軒丸瓦(巴文 )、 ∽磁器娩等が出土している。

● C5-4-4(表 5,配 79)

① 大津道 ② 東新町3丁 目45-10 ③ 大津道の

北側に面し、西除川右岸に広がる氾濫平野の中央部

に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の南北に設定し、

10∬ について実施 した。土層は道路面下約 2.3mの

明黄褐色粘質土の地山上に黄色粘質土、灰黄色粘質

土、耕土、盛土の順に堆積する。遺構は地山を掘 り込

む幅40cm、 深さ20cmを測る土拡を検出した。埋土は

暗褐色粘質土が堆積 し、須恵器甕片が出土している。

妙
0   20cm

遺物出土状況図

lm

北側グリッド遺構平面図

。 C6-1-4(表 5.No 98)

① 南新町 2,3丁 目所在遺跡 ② 南新町 3丁 目304-3 ③ 南新町追跡の北西部に所在す

る。当調査区は追跡の東部に位置し、洪積段丘中位面東縁部に立地する。

④ 調査は1箇所のグリッドを敷地の中央に設定し、 6∬ について実施した。土層は地表面下

約50cmの 黄橙色粘質土の地山上にオリーブ黄色粘砂質土、灰黄掲色土、盛土の順に堆積する。

遺物はオリーブ黄色粘砂質土より、土師質羽釜片が出土しているが、時期は明らかでない。

● C6-3-1(表 5,N516)

① 南新町追跡 ② 南新町 2丁 目263-2 ③ 南新町遺跡北西部、C6-1-4の 東側に位

置し、旧西除川左岸の氾濫平野に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の東西に設定し、 7だ について実施した。土層は地表面下

約50cmの 青灰色砂礫上に灰黄褐色粘質土、耕土、盛土の順に堆積する。地山は西側に向って

高くなり、その比高差は約20cmを測る。

―- 16 -一



4.D地 区

● D5-2-7(表 5.No 71)

① 上田町遺跡 ② 阿保 1丁 目150-7 ③ 市内中央部に所在する上田町追跡の北辺部に位

置し、洪積段丘の中央部に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地中央、西イ貝Jに設定し、8∬ について実施した。土層は盛土

下に灰褐色シルト、黒褐色粘質土等が堆積する。遺構は西側グリッドにおいて、黒褐色粘質

土を掘り込む溝を検出した。濤は幅約30cm、 深さ約25cmを測り、南北方向に走る。埋土は灰

白色シルトおよび細砂が堆積する。埋土中からの追物の出土は無く、時期は明らかでない。

● D6-2-10(表 5,配 42)

① 丹比柴籠宮跡 ② 上田7635 ③ 宮跡の北西

部に位置し、沖積段丘上に立地する。

④ 調査は3× 3m、 2.5× 2.5mの グリッドを2箇所

設定し実施した。基本層序は深さ約 lmの盛土下に

耕土、淡黄色粘質土、灰色混り褐灰色粘質土、灰白

色と黄橙色混合砂粘質土の順に堆積し、土層⑤、⑥

からは、須恵器、土師器、瓦器等の破片が出上して

いる。

● D6-2-12(表 5.h97)

1.盛土
2.耕土

ン・睡電§ころ靴)LJm
5.仄色混り褐灰色粘質土(10YR4/1)
6.5に 7が混る
7.灰 白色と黄橙色(10YR8/8)の 混合砂粘質土

上層断面図

① 丹比柴籠宮跡 ② 高見の里 4丁 目76牛 l ③ 丹比柴籠宮跡北西辺部に位置し、北東部

には上田町遺跡が所在している。調査区は洪積段丘中央部に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の南北に設定し、18ポ について実施した。土層は地表面下

約 2mま で掘り下げたが、地山は検出されず。層序は黄色粘土、灰褐色砂質土、黒褐色粘砂

質土、にぶい黄褐色粘質土、淡灰色土、床土、耕土、盛上の順に堆積する。遺物はにぶい黄

褐色粘質土から土師器片が出土したが、時期、器種ともに明らかでない。

● D7-1-2(表 5 Nc l)

① 河合追跡 ② 河合 3丁 目25 ③ 河合遺跡北部に位置し、洪積段丘中位面東縁部に立地。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の南北に設定し、3∬ について実施した結果、近世以後の

遺構・遺物を検出した。土層は地表面下約 lmの黄色粘質土の地山上に黄褐色粘質上、耕土

盛土の順に堆積する。遺構は南側のグリッドにおいて、地山を掘り込む径80cm、 検出部深さ

50cmの上拡を確認した。埋土は橙色砂、淡褐色土が堆積し、淡褐色土より、陶磁器娩、すり

鉢が出土した。この土拡は、濯漑用の井戸と思われるが、未掘の為、明確にはできなかった。

I
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5.E地 区

● E4-1-7(表 5.配 56)

① 阿保 2丁 目所在遺跡 ② 阿保 2丁 目132-l ③ 上田町追跡の北東部に位置し、洪積段

丘中位面の西側に広がる沖積段丘上に立地する。

④ 調査は2,5× 3m、 2× 2.5mの グリッドを2箇所設定して実施した。層序は、東側グリッ

ドが灰自色細砂(地山)上 に灰色粘質土、黄褐色粘質土、耕土、盛土の順に堆積し、西側グリ

ッドでは灰色粘質土と地山の間に黄橙色混り灰色砂粘質土が約40cm堆積している。遺構は西

側のグリッドでは径約 lm、 深さ約50cmの 土拡を検出し、東側グリッドでは、地山を掘り込

む深さ約40cmの濤が検出され、古墳時代後期初頭の須恵器、土師器、製塩土器等が出土した。

ヽ

生 十 一 ~Jm

東側グリッド遺構平面図

―」∈≦
,日L〔

==

遺物出土状況図

/′
9           1         299n

Ａ
■
Ц

羽
0   20cm

出 土 遺 物

Ｏ
Ｃ
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O E6-ト ー12(表 5.Nd■ 2)

① 丹比柴籠宮跡 ② 上田 3丁 目2-39 ③ 丹比柴籠宮跡北部に位置する。南東部には山

ノ内古墳跡、樋ヶ池窯跡等が所在し、洪積段丘中位面西辺部に立地する。

④ 調査は 2箇所のグリッドを敷地の東西に設定し、11∬ について実施した結果、古墳時代か

ら鎌倉時代にかけての遺構・遺物を検出した。土層は東と西側で堆積の状況が異なり、地山

面も西側が50cmほ ど深くなっている。東側では地表面下約50cmの淡黄色粘質土の地山上に黄

褐色粘質土、黄色粘質土、床土、耕土、盛土の順に堆積する。西側においては地山と黄褐色

粘質土の間に黄色粘砂質土、灰褐色粘

質土が堆積する。遺構は両方のグリッ

ドより、濤 を検出した。南側の濤は深

さ約 lm、 北側は深 さ約60cmを測 るが、

時期は明らかでない。なお、黄褐色粘

質土より、須恵器、土師器、瓦等の破

片が出土 している。

おいては、地山と褐灰色粘質

土の間に黄橙色粘質土、明黄

褐色粘質土が堆積する。遺物

は床面より、青磁娩、土師質

及び瓦質の羽釜、瓦等の破片

が出土 したが、いずれも摩減

している。この時代以降、鯉

野池東岸地域が徐々に埋めら

れ、現在に至っている。

t____キ____写m

0       2m

(左)南側 グリッド

(右)イヒ側グリッド

遺構平面図
O E6-4-21(表 5,血 73)

① 丹比柴籠宮跡 ② 柴垣 1丁目137 ③ 丹比柴籠宮跡中央部、柴籠神社南西の鯉野池東

隣に位置し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は3箇所のグリッドを敷地の東西に設定し、17∬ について実施した結果、平安時代か

ら鎌倉時代にかけての遺構、遺物を検出した。土層は地表面下約30cmの 黄色粘質土の地山上

に盛土が堆積する。遺構は旧鯉野池の東岸部が検出され、池側に向って幅60cmの 範囲で

傾斜したのち平端になる。深さは約40cmを測り、褐灰色粘質土が堆積する。西側グリッドに

す

東側グリッ ド遺構平面図
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O E7-1-12(表 5.Nd1321

① 丹比柴籠宮跡 ② 新堂3丁 目298-l ③ 丹比柴籠宮

跡中央部に位置し、洪積段丘中位面西縁部に立地する。

④ 調査は1箇所のグリッドを敷地の東側に設定し、9∬ に

ついて実施 した。土層は地表面下約 1.6mの 黄色粘質土の

地山上に明黄褐色粘質土、灰黄色粘質土、床土、耕土、盛

土の順 に堆積 し、明黄褐色粘質土より弥生時代から平安時

代の石器鋼片、須恵器 ITh、 土師器甕、土師質羽釜、瓦器等

の破片 が出土 した。遺構は地山を掘 り込む径 1.8m以上、

深 さ30cmの 土城の他、柱穴 を検出した。

● E7-2-18(表 5.醜 39)

① 丹比柴籠宮跡 ② 柴垣1丁 目9012、 902-8

し、洪積段丘中位面に立地する。

-2m遺構平面図

③ 宮跡の東部、E6-4-21の南に位置

m

遺構平面図

＼` 事塗≦ガ/

④ 調査は10∬ の範囲で実施した。層序は明褐色混

りの褐灰色粘質土 (地山)上に、黄橙色粘質土、

灰黄褐色粘質土の順に堆積 し、中世の遺物を包含

している。遺構は地山を掘 り込む深さ約20cmの濤

が検出され、土師質羽釜、瓦器婉等の平安時代後

期の遺物が出土した。また、同時代の掘立柱建物

の柱穴も検出された。

0
十

出 上 遺 物
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● E7-2-19(表 5 配65)

① 丹比柴籠宮跡 ② 柴垣 1丁 目89210 ③ 宮跡範囲の中央部に位置し、洪積段丘中位置

に立地 す る。

① 調査は3× 3mの グリッドを2箇所設定して実施した。層序は黄灰色粘質土 (地山)上に

灰色混り黄橙色粘質土、黄橙色まじり灰色粘質土、耕土、盛土の順に堆積し、地山上の二層

は平安時代の黒色土器、須恵質土器を包含する。また2地区とも、灰色砂混り粘質土を埋土

とした、地山を掘 り込む濤が検出された

が、北側 グリッドの濤は南北、南側 グリ

ッドの濤は東西に方向を持 っており、直

交すると思われる。濤の深 さは約35cmを

測 り、平安時代の土器片が出土 している。

● E7-4-8(表 5,N1033)

丹比柴籠宮跡 ② 柴垣1丁目7232

宮跡範囲の中央部、E7-4-9の 西に位置

し、洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は2.5× 2.5m、 1.5X2.5mの グリッドを

2箇所設定して実施 した。層序は黄橙色粘質土

(地山)上 に、古墳時代より平安時代に至る須恵

器、土師器等の土器片を含む明褐灰色混り黄橙

色粘質土、耕土、盛土の順に堆積する。遺構は両

＼
撃

9      1ean

出 上 遺 物

0     1m

―
南側 グリッ ド遺構平面図

①

③

地区から検出され、地山面をそれぞれ掘 り込んでいる。北側の

グリッドからは径約20cm、 深さ約35cmの ピットが検出され、ま

た南側のグリッドからは幅約160cm、 深さ約45cmの 暗褐色混り黄 、
＼

灰色粘質土を埋土に持つ濤と、径10cmの ピットが検出された。

濤からは須恵器の破片が出土 しているが、時期については明瞭

ではない。

＼`
ヽ
説

レク

一

出土遺物

O E7-4-9(表 5.血 91)

① 丹比柴籠宮跡 ② 柴垣 2丁 目547-3 ③ 丹比柴籠宮跡南西辺部に位置し、調査区南部

には立部遺跡が所在する。また、調査区は洪積段丘中位面に立地する。

④ 調査は2箇所のグリッドを敷地の東西に設定し、12∬ について実施した。土層は地表面下

約70cmの 黄色粘質土の地山上に掲灰色粘質土、明黄褐色粘質土、黄橙色粘質土、床土、耕土、

盛上の順に堆積する。遺物は褐灰色粘質土より、平安時代の土師質羽釜等の破片が出土した。

-21-



図版 1

A3-4-9 全景

A3-4-11 全景

A3-4-13 全景

A3-4-10

A3-4-11 全景

A3-4-15 全景

A3-4-17 全景 A3-4-18 全景



図版 2

B2-3-18 土層断面 B2-3-19 全景

B2-3-21 全景
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B2-3-22 全景 B2-3-22 土層断面

４
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争
群
一、
、

B3-1-8 全景 B3-3-8 全景



図版 3

C5-3-5 遺物出土状況

C6-3-1 全景

rゝ、

C5-4-4 全景

C6-1-4 全景
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1氏筆撫募k'1譲重歳

D5-2-7 全景 D6-2-10 全景
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土層断面D6-2-12 全景
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図版 4

:l ittT
遺物出土状況

E6-1-12 全景

E6-4-21 全景
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E6-1-12 全景

み葺奪

E6-4-21 全景

E7-1-12 遺構検出状況



E7-2-18 全景 E7-2-18 遺構検出状況

1攀義ォ:`

E7-2-19 全景

E7-4-8 全景 E7-4-8 全景

E7-2-19 全景

E7-4-7 全景 E7-4-9 全景



出土遺物

1・ 2、 E4-1-7地 区

須恵器郭身

C5-3-5地 区

巴文軒丸瓦

C5-3-5地 区

湊焼甕

4、



船
．

4、 A3-4-17, 5～ 7、 B2-3-18
12-15、  B 2--3--22, 16、  B3--3--8

図版 7

出土遺物 上 :1、 A3-4-10,
8、 B2-3-19,

下 :E4-1-7

2・ 3、 A3-4-13,
9～ 11、 B2-3-21,



図版 8

窺礁蝦轟
鞠

上 :1・ 2、 E6-4-21, 3～ 7、 E7-1-12
8～ 15、  E7--2-19, 16^ヤ 20、  E7--4-8

下 :E7-2-18

出土遺物
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